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猿沢地区振興会だより 

新
年
の
ご
挨
拶 

謹
ん
で
新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

日
頃
よ
り
猿
沢
地
区
振
興
会
並
び
に
猿
沢

市
民
セ
ン
タ
ー
の
諸
行
事
に
ご
理
解
ご
支
援

を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

記
録
的
な
大
雪
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
北
海

道
や
青
森
県
を
は
じ
め
、
日
本
海
に
面
し
た
地

域
の
皆
様
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。
幸
い
に
も
、
当
地
区
は
雪
の
な
い

新
年
を
迎
え
て
お
り
、
こ
の
先
水
不
足
の
心
配

も
あ
り
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
助
か
っ
て

い
る
の
も
事
実
で
す
。 

 

さ
て
猿
沢
地
区
に
あ
っ
て
は
、
少
子
高
齢
化

や
人
口
減
少
が
急
速
に
進
む
中
、
住
民
の
皆
様

に
毎
日
を
心
豊
か
に
生
活
す
る
た
め
の
手
助

け
に
な
れ
る
よ
う
今
年
も
振
興
会
事
業
を
進

め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

昨
年
は
「
猿
沢
カ
ー
シ
ェ
ア
会
」
を
立
ち
上

げ
、
他
地
区
か
ら
注
目
さ
れ
る
と
共
に
、
多
く

の
会
員
の
皆
様
に
感
謝
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

今
年
も
「
癒
し
と
緑
の
里
猿
沢
」
の
ま
ち
づ

く
り
基
本
理
念
に
沿
え
る
よ
う
皆
様
の
ご
指

導
ご
意
見
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
事
業
を
進
め

て
参
り
ま
す
。 

  

一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

最
後
に
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
、

ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
挨
拶
と
致

し
ま
す
。 

新
年
度
に
は
新
た
な
職
員
を
加
え
て
理
事

会
の
ご
指
導
を
得
な
が
ら
、
計
画
途
中
の
事
業

や
新
た
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

最
後
に
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
、

ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
挨
拶
と
致

し
ま
す
。 

猿
沢
地
区
振
興
会 

会
長 

千
田 

泰 

地
域
づ
く
り
講
演
会 

  

方
言×

昔
話
で 

地
元
の
魅
力
を
再
発
見
！ 

 12

月
21

日
（
土
）
、
猿
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
、
地
域
づ
く
り
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
講
師
に
、
い
わ
い
の
里
ガ
イ
ド
の
会
の
千
葉

登
喜
代
さ
ん
と
佐
藤
一
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま

し
た
。
い
わ
い
の
里
ガ
イ
ド
の
会
は
、
一
関
市
内

や
世
界
遺
産
平
泉
を
案
内
す
る
観
光
ガ
イ
ド
業

務
、
一
関
地
方
に
伝
わ
る
民
話
な
ど
を
地
元
の

言
葉
で
紹
介
す
る
語
り
部
部
会
な
ど
様
々
な
活

s
o
u

 

  

の
金
山
に
ま
つ
わ
る
話
で
、
金

が
多
く
採
れ
た
場
所
や
金
の
採

取
方
法
と
特
徴
、
２
つ
目
は
、
骨

寺
村
や
鬼
死
骸
村
な
ど
の
怖
い

町
の
名
前
の
由
来
や
一
関
に
伝

わ
る
面
白
い
昔
話
を
聞
き
ま
し

た
。
講
演
に
は
、
地
区
内
外
か

ら
22

名
が
来
場
し
、
臨
場
感

あ
る
お
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。
「
猫
じ
ゃ
お
ど
り
」
と
い

う
昔
話
で
は
掛
け
声
と
一
緒
に

皆
さ
ん
と
踊
る
箇
所
が
あ
り
、

と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
語
り
口
調
が

方
言
で
分
か
り
や
す
か
っ
た
。

地
元
に
住
ん
で
い
て
も
知
ら
な

い
こ
と
が
沢
山
あ
り
学
ぶ
こ
と

が
出
来
た
」
と
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

   
動
を
さ
れ
て
い
て
、
今
回

は
、
語
り
部
部
会
の
皆
さ

ん
に
親
し
み
や
す
い
方

言
と
楽
し
い
語
り
口
調

で
、
主
に
２
つ
の
内
容
を

披
露
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
１
つ
目
は
、
猿
沢

と
ま
を
使
っ
て
一
関
や
猿

沢
に
伝
わ
る
昔
話
を
披

露
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 講

演
に
は
、
地
区
内
外

合
わ
せ
て
22

名
が
来
あ 

 

あ
る
お
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
「
猫
じ
ゃ
お

ど
り
」
と
い
う
昔
話
で
は
掛
け
声
と
一
緒
に
皆
さ

ん
と
踊
る
場
面
が
あ
り
、
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
「
語
り
口
調
が
方
言
で

分
か
り
や
す
か
っ
た
。
昔
話
が
身
の
回
り
の
こ
と

で
面
白
か
っ
た
」
と
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

 

12

月
22

日
（
日
）
、
毎
年
恒
例
と
な
っ

て
い
る
年
末
の
帰
省
者
を
お
迎
え
す
る
看

板
設
置
を
42

歳
祝
年
者
の
皆
さ
ん
で
行

い
ま
し
た
。
こ
の
看
板
の
設
置
は
、
４２

歳

を
迎
え
ら
れ
る
旧
猿
沢
中
学
校
出
身
の

方
々
に
代
々
受
け
継
が
れ
て
い
る
行
事
で

す
。
今
回
は
、
雪
が
沢
山 

降
っ
て
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

あ
あ
て
大
変

寒
く
、
作 

業
か
っ
た
で
す
が
、
力
を
無
事
設
置
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
心
が
温
ま
る
看
板

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
近
く
を
通
っ
た
際

は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

また来年も 

お会いしましょう 

の
日
は
、
雪
が
沢
山
降
っ
て
い
て
寒

か
っ
た
で
す
が
、
心
温
ま
る
看
板

は
無
事
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
期

間
限
定
の
設
置
の
た
め
現
在
は
撤

去
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
た
来
年
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！ 

方
々
に
代
々
受
け
継
が
れ

て
い
る
行
事
で
す
。
作
業

の
今
回
は
、
雪
が
沢
山 

降

っ

て

い

て 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
あ
て
大
変
寒
く
、
作 

業
か
っ
た
方
々
に
代
々
受

け
継
が
れ
て
い
る
行
事
で

す
。
今
回
は
、
雪
が
沢
山 

す
。
今
回
は
、
雪
が
沢
山

降
り
と
て
も
寒
く
作
業

か
っ
た
で
す
く
、
作
業
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

業
か
っ
た
で
す
が
、
力

を
無
事
設
置
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
心
が
温

ま
る
看
板
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
近
く
を
通
っ
た

際
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

 

 

 

「猫じゃ踊り」を踊る皆さん（下写真） 
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新年交賀会開催 

ゲームをしたりして楽しく遊びました。１月 8

日（水）は、具材たっぷりの豚汁を作り、５～６杯

お代わりした子がいるほど大人気で、みんなで

美味しく食べました♪冬休み中のにこにこ児童ク

ラブは 1月 15日（水）に無事に終了しました。 

 

 

冬休みを楽しみました！

【材料（４人分）】 

・まだら……３切れ 

（240g）  

・白菜………1/8株 

（250g） 

・えのきだけ…1/2袋 

（65g） 

・ごぼう…1/3本（50g） 

・にんじん…1/3本（50g） 

・長ねぎ…1/2本（50g） 

・水…600ml  

・酒…大さじ 1/2  

・みそ…大さじ１と 1/2 

・鶏がらスープの素 

…小さじ１ 

 

たらの具だくさん汁

★鶏がらスープの素

を使って、いつもと

はちょっと違った味

わいに！和風だしの

素でもおいしく作れ

ます。 

 

【作り方】 

① たらは熱湯にくぐらせくさみを取り、一口大に切る。 

② 白菜はザク切りにし、芯と葉に分ける。えのきは根元を切り、半分の長さに切って

ほぐす。ごぼうは包丁の背などで皮をこそげ、斜め薄切りにし 10分程水につけ

る。にんじんは皮ごと半月切りにする。長ねぎは斜め切りにする。 

③ 鍋に水と酒、ごぼう、にんじんを入れて火にかけ沸騰したら、白菜の芯、えのき、

鶏がらスープの素を加え、野菜に火が通るまで煮る。 

④ ③にたらと白菜の葉を加え、たらに火が通ったらみそを溶き入れる。 

最後に長ねぎを加え、ひと煮立ちしたら火を止める。 

 

 

完
成
例
（
右
写
真
） 

 

（水）までの冬休み期間中、にこにこプラザだ

いとうと共催でにこにこ児童クラブを開設しま

した。１月７日（火）は、摺沢で英語教室を運

営されている飯澤美都子先生が英語を教えに来

てくださり、数字や色の名前を英語で学んだり、

ゲームをしたりして楽しく遊びました。１月 8

日（水）は、具材たっぷりの豚汁を作りました。５、６

杯お代わりした子もいて、美味しく食べました。 

冬休み中のにこにこ児童クラブは 1 月 15 日

（水）に無事に終了しました。 

 

 

猿沢地区振興会では 12 月

25 日（水）から１月 15 日

（）までの冬休み期間中、に

こにこプラザだいとうと共催

でにこにこ児童クラブを開設

しました。１月７日（火）は、

摺沢で英語教室を運営されて

いる飯澤美都子先生が英語を

教えに来てくださり、数字や

色の名前を英語で学んだり、

ゲームをしたりして楽しく遊

びました。１月 8 日（水）は、

具材たっぷりの豚汁を作りまし

た。５、６杯お代わりした子もい

１月 11 日（土）、猿沢伝承交流館を会場に猿沢地区

新年交賀会を開催し、一関市長様を始め、ご来賓の

方々、地区民合わせて約 110 人が参加しました。参加

者は、久しぶりに会う同級生やご友人などと談笑をし

ながらお食事を楽しんでいる様子でした。 

また、本年も 42 歳祝年者を招待し、平成 11 年度猿

沢中学校卒業生の及川優志（11 区）さんをはじめ５名

がご出席してくださいました。参加者は、久しぶりの考

えや、思いなどをお聴きしながら、共に猿沢の将来につ

いて語り合う機会になりました。 

余興では、猿沢芸術文化協会さんによるカラオケや

踊り、振興会による抽選会などを行い、賑やかに締めく

くりました。 

委員の皆様や地区民の皆様のご協力により無事開催

することができました。ありがとうございました。 

 

 

また、本年も 42 歳祝年者を招待し、平成 11 年度猿沢中学校卒業生の

及川優志（11 区）さんを始め５名がご出席してくださいました。若い世

代の思いなどを聞き、共に猿沢の将来について考える機会になりました。

余興では、猿沢芸術文化協会さんによるカラオケや踊り、振興会による抽

選会などを行い、賑やかに締めくくりました。 

委員の皆様や地区民の皆様のご協力により無事開催することができま

した。ありがとうございました。 

 

 

方々、地区民合わせて約 110 人が参加しました。参加者

は、久しぶりに会う同級生やご友人などと談笑をしながらお

食事を楽しんでいる様子でした。 

また、本年も 42 歳祝年者を招待し、平成 11 年度猿沢中学

校卒業生の及川優志（11 区）さんをはじめ５名がご出席して

くださいました。参加者は、久しぶりの考えや、思いなどをお

聴きしながら、共に猿沢の将来について語り合う機会になりま

した。 

余興では、猿沢芸術文化協会さんによるカラオケや踊り、振
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とができました。ありがとうございました。 

 

 

食事を楽しんでいる様子でした。 

また、本年も 42 歳祝年者を招待し、平成 11 年度猿沢中学

校卒業生の及川優志（11 区）さんをはじめ５名がご出席してく

ださいました。参加者は、久しぶりの考えや、思いなどをお聴き
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